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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
市
政
運
営
お
よ
び
議
会
運
営

に
は
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
７
月
に
は
県
南
部
を
中
心
に
記

録
的
な
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
ま
た
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
は
猛
暑
に
苦
し
め
ら
れ
た
年
で
し

た
。
観
光
面
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅
行

者
の
復
活
と
併
せ
、
国
内
の
観
光
客
や
人
々

の
移
動
、
交
流
が
活
発
と
な
り
賑
や
か
さ
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
一
昔
前
ま
で
の
議
員
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
は
、
執
行
部
に
住
民
の
声
を
届
け
る

力
が
重
視
さ
れ
、
道
路
や
橋
の
整
備
な
ど
、

地
域
に
お
け
る
生
活
基
盤
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨

今
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
よ
り
、
伝
え
た
い
情

報
は
議
員
を
通
さ
な
く
て
も
直
ぐ
届
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
議
会
は
何
を
し
て
い
る
の
か
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

議
員
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、
議
会
の
内

容
や
議
員
の
活
動
を
積
極
的
に
発
信
す
る
な

ど
、
市
民
が
ア
ク
セ
ス
し
た
く
な
る
環
境
を

整
備
し
「
議
会
の
見
え
る
化
」
を
図
り
、
市

民
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
努
力
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
議
会
は
、
執
行
部
へ
の
批
判
・

監
視
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
多
種
多
様
な
多
く
の
意
見

を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
資
質
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
に
寄
り
添
い
、
よ
り
身

近
な
、
市
民
参
加
型
の
議
会
を
目
指
し
、
皆

様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
責
任

を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
も
、
自
ら
の
代
表
と
忌

憚
の
な
い
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
積
極
的

に
議
員
と
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。令

和
７
年
１
月
吉
日

新
春
の

　
ご
あ
い
さ
つ

仙
北
市
議
会
議
長

黒
沢 

龍
己

　第６回臨時会が11月５日に開催されました。専決処分した衆議院議員総選挙に要する費用を承認しました。
また、旧角館総合病院の解体費がアスベスト除去により増額されることが審議され、全会一致で可決されま
した。

第６回臨時会で承認・可決された主な議案
◆令和６年度一般会計補正予算 ( 第６号 ) 専決処分した衆議院議員総選挙費用を承認
◆令和６年度一般会計補正予算 ( 第７号 ) 全会一致で可決

令和６年度一般会計補正予算(第６号・第７号)の主な事業
衆議院議員選挙費 2,481 万円 10/27 投開票の衆議院議員選挙費用
庁舎整備事業費 ２億 2,702 万円 旧角館総合病院の解体費の増額

【庁舎整備事業費の賛成討論】
　角館上野庁舎の整備については、旧角館総合病院の病院棟の解体、田沢湖第２庁舎等の解体、旧管理棟の
改修を含めた全体の工事費が 19 億６千万円の計画である。今回の補正予算は、病院棟の解体にアスベスト
除去費の増額に対応するものであるが、全体の工事費は上回らず、19 億６千万円で収まるということを確認
したので賛成する。

旧角館総合病院の解体費がアスベスト除去により2億2,702万円増額
補正額2億5,184万3千円　累計218億8,348万円9千円

−第6回臨時会（11/5開催）−
一般会計補正予算(第６号・第７号)を承認・可決
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　　　旧角館総合病院の病院棟解体工事請負契約の締結を可決！

−第7回（11月）定例会−

凡例 :賛→賛成　反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律に定める特定のケース以外では表決をしないことになっています）

議決結果/議員賛否 令和6年 第7回 仙北市議会定例会（招集日：令和6年11月28日 最終日：12月19日）

議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
生
会

新
成

せ
ん
ぼ
く

公
明
党

共
産
党

無
会
派

小
林
幸
悦

真
崎
寿
浩

高
橋
輝
彦

武
藤
義
彦

門
脇
晃
幸

青
柳
宗
五
郎

小
田
島
広
仁

中
村
和
彦

西
宮
三
春

熊
谷
一
夫

平
岡
裕
子

髙
久
昭
二

荒
木
田
俊
一

田
口
寿
宜

澤
田
雅
亮

議案第１１６号 仙北市駐車場条例の一部を改正する条例制定について 12/19 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛

議案第１１７号 仙北市旧石黒（恵）家条例の一部を改正する条例制定について 12/19 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

　令和６年 第 7 回定例会が 11 月 28 日から 12 月 19 日まで 22 日間の会期で開催され、令和６年度一般会計補正予算な
どの予算関係 14 件、条例関係７件、その他３件、議員提出議案１件の計２４件が審議され、すべての議案が可決されま
した。長年の懸案でありました、旧角館総合病院の病院棟の解体工事請負契約が７億 9,475 万円で締結され、今年の７月
末までに解体されることになります。

■第 7 回 定例会で可決された主な議案
議案第 129 号　財産の取得について【全会一致で可決】

凍結防止剤散布車（３t 級 ４×４）〔２台〕の購入契約を締結
車輌概要　乗車定員　２人乗り
購入台数　２台
購入価格　5,060 万円（1 台 2,530 万円）（税込価格）
購入業者　㈱川村自動車工業（田沢湖小松）
納入期限　令和７年 10 月 31 日
入札方法　指名競争入札
※凍結防止剤散布車の老朽化による取替え

　◆議案第 128 号　旧角館総合病院解体工事請負契約の締結について【全会一致で可決】　
工事概要　旧市立角館総合病院解体工事
　　　　　建築物解体　11,020.12㎡　浄化槽解体・アスベスト除去・備品他処分・外構撤去・
　　　　　電気設備解体・機械設備解体　各１式
契約業者　小松・瀧神・万六特定建設工事共同企業体（代表者　( 株 ) 小松建設）
契 約 額　７億 9,475 万円（税込価格）※入札率 99.96％
工　　期　令和６年 12 月から令和７年７月 31 日まで
入札方式　条件付一般競争入札（秋田県電子入札システム）

議員提出議案第６号「意見書」が可決される
　最終日に市民福祉常任委員会から提出された議
員提出議案第６号「18 歳までの医療費窓口負担
の無料化」を国の制度として実施を求める意見書
が可決されました。
　秋田県では県の半額助成があり、25 市町村す
べてで、18 歳までの医療費を無料としているが、
国の制度にするべきとの意見書を提出する。

議案第 117 号 旧石黒 ( 恵 ) 家の休館日の追加
◆令和７年４月１日から月曜日と水曜日が休館日
◆休館日が祝祭日に当たる場合は翌日が休館日

議案第 116 号 桜並木駐車場の料金値上げ ( 大型のみ )
◆令和７年４月１日から大型自動車のみ値上げ
大型自動車　2,090 円 → 3,140 円 （36 人以上）
中型自動車　1,040 円 （料金据置き 11 人～ 35 人）
普通自動車　  520 円 （料金据置き 10 人以下）

議案第 115 号
閉校後の白岩小学校を白岩コミュニティセンターとする
　令和７年４月に角館小学校と統合する白岩小学校の
校舎を白岩コミュニティセンターとして活用する。
　２階は仙北市が誘致を進めるインターナショナルス
クールの仮校舎としての活用を検討している。



一般会計補正額23億5,220万6千円を可決
累計242億3,569万5千円に

　ふるさと納税寄附金見込みを 12 億円増額し 30 億円に！！

◆リトリート推進事業費について
質問　国内外から文化・音楽などの芸術家を仙北市に招聘し、滞在中の活動を支援する事業の当初

予算に 104 万円を計上していたが、さらに 96 万円増額補正する内容について伺う。
答弁　地域おこし協力隊が企画した事業であり、今回の補正は自らがガバメントクラウドファディ

ングで目標を上回る寄付を集めて、芸術家の受入れ体制の充実を図るものである。
質問　これまでどのような方が利用し、どのような場所に滞在しているのか。
答弁　仙北市外のミュージシャン、画家、映像アーティストなどで、主に田沢湖下高野のライブハ

ウスで創作活動を行い農家民宿に宿泊し、作品を披露するイベントなども行っている。
※リトリートとは…日常から離れた環境で心身を癒す旅や体験

◆物価高騰対応重点支援給付金について
質問　国の補正予算での住民税非課税世帯への給付金とのことだが詳細について伺う。
答弁　住民税非課税世帯が給付の対象である。１世帯に３万円を給付する。18 歳以下のこどもが

いる世帯には１人当たり２万円を給付する。また、灯油購入費として６千円を給付する。こ
れまでの対象者は申請不要だが、新たに対象の世帯は申請が必要である。２月上旬までに支
給予定である。

◆来年度の中学校教員用のデジタル教科書購入にについて
質問　中学校教員用のデジタル教科書購入の財源と購入先について伺う。
答弁　財源は、ふるさと仙北応援基金からの繰入金である。購入先については、教科書価格が官報

に告示後に決定する予定であるが、仙北市は教科書取扱店が ( 有 ) 田口本店１社のみである。

補正予算関連の一般質問・予算常任委員会での主な質疑

■令和６年度一般会計補正予算(第８号・第９号・10号)の主な事業
児童手当給付費 2,593万円 児童手当給付制度の改正により対象者拡充等のための不足分を増額

生活保護費 3,271万円 生活保護者の医療費増加のため不足分を増額

夢ある畜産経営ステップアップ
支援事業費補助金 118万円 補助対象者１人増による不足分の増額

農業経営等復旧・継続支援対策
事業費補助金 107万円 ７月の大雨被害を受けた事業者の事業継続の補助金

リトリート推進事業費 96万円 仙北市リトリート推進モニターツアー事業に係る補助金の増額

一般教育振興総務費 1,342万円 令和７年度の中学校教員用の教科書購入費用（デジタル教科書含
む）

市民会館舞台運営費 101万円 自主開催の回数増による音響・照明等の運営委託費の増額

農業用施設災害復旧事業費 215万円 昨年９月の大雨被害を受けた事業者の事業継続への補助金

ふるさと仙北応援基金積立金 12億円 ふるさと納税寄附金の増額見込みによる基金積立金増額
( 計 30 億円 )

ふるさと納税ふるさと便事業費 6億3,102万円 ふるさと納税寄附金の 12 億円増額分の返礼品の経費

物価高騰対応重点支援給付金支
給事業費 1億3,378万円 住民税非課税世帯に灯油購入費などを支給
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こ
こ
が
聞
き
た
い
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７
人
の
提
言

市長 新たな可能性を探りながら、
滞在型観光の実現に取り組む

蒼生会 蒼生会 武 藤 義 彦武 藤 義 彦 議員議員

宿泊誘客による通過型観光地の脱却を

■観光客で賑わう花見シーズンの武家屋敷通り

職
場
環
境
と
働
き
方
に
つ
い
て

質
問　

市
役
所
の
早
期
退
職
が
増
え
て
い

る
と
い
う
が
、
退
職
理
由
と
し
て
の
職
場

環
境
等
の
内
部
検
証
は
し
て
い
る
か
。

答
弁　

早
期
退
職
者
が
あ
っ
た
職
場
に
つ

い
て
は
、
総
務
課
職
員
が
所
属
長
に
状
況

確
認
を
し
て
い
る
。
昨
年
の
退
職
者
か
ら

は
、
市
役
所
に
対
し
て
の
意
見
等
を
ア
ン

ケ
ー
ト
形
式
で
実
施
し
、
今
後
の
市
政
運

営
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
問　

庁
舎
内
で
の
研
修
等
を
含
め
、
部

署
内
で
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向

け
た
取
り
組
み
は
実
施
し
て
い
る
か
。

答
弁　

長
時
間
勤
務
抑
制
の
取
り
組
み
と

し
て
、
毎
週
月
曜
日
を
定
時
退
庁
日
に
設

定
し
て
お
り
、
休
暇
は
夏
季
休
暇
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
休
暇
と
し
、
取
得
期
間
を
年
度

内
に
変
更
し
た
。
職
員
に
は
成
長
で
き
る

職
場
環
境
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
政
策

支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
研
修
等
を
実
施

し
、
成
長
を
促
す
機
会
を
設
け
職
員
育
成

を
進
め
て
い
る
。

市
内
宿
泊
の
誘
客
に
つ
い
て

質
問　

市
内
へ
の
宿
泊
誘
客
に
向
け
た
事

業
実
績
と
今
後
の
取
り
組
む
べ
き
課
題

は
。

答
弁　

コ
ロ
ナ
が
５
類
移
行
後
は
、
首
都

圏
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、

宿
泊
を
促
す
よ
う
な
事
業
支
援
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
。
取
り
組
む
課
題
と
し
て

は
、
観
光
地
と
し
て
の
高
付
加
価
値
化
を

進
め
、
自
然
や
景
観
、
町
並
み
や
伝
統
文

化
、
温
泉
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
、

観
光
消
費
額
の
増
加
や
観
光
客
満
足
度
の

向
上
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
ホ
テ
ル
誘
致
に
つ
い
て
は
、
県

内
の
複
数
の
自
治
体
で
も
建
設
の
兆
し
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
私
自
身
も
誘
致
に
向
け

た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
い
る
。
新

た
な
可
能
性
を
探
り
な
が
ら
、
一
時
休
止

と
な
っ
て
い
る
案
件
も
含
め
、
滞
在
型
観

光
の
実
現
に
向
け
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

質
問　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
実
施
す
る
「
冬
の

大
型
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」へ
の
係
わ
り
方
は
。

答
弁　

大
宮
駅
で
の
秋
田
産
直
市
で
は
、

仙
北
市
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
体
験
型
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、
冬
の
仙
北
市
を
満

喫
で
き
る
よ
う
、
冬
季
観
光
誘
客
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

耕
作
放
棄
地
の
対
応
に
つ
い
て

質
問　

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
税
制

改
正
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
額
や
、
罰

金
の
措
置
も
あ
る
が
過
去
に
対
象
者
は
い

た
の
か
。
ま
た
、
複
数
回
の
指
導
に
も
応

じ
な
い
所
有
者
へ
の
対
応
は
ど
う
し
て
い

る
か
。

答
弁　

仙
北
市
に
お
い
て
、
措
置
命
令
を

出
し
た
こ
と
は
な
い
。
所
有
者
が
遠
方
の

居
住
者
で
あ
っ
た
り
、
農
地
の
利
用
調
整

や
改
善
の
意
向
が
あ
っ
て
も
条
件
が
整
わ

な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
有
者
等

に
対
す
る
措
置
命
令
の
判
断
は
非
常
に
難

し
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
複
数
回
の
指
導
に
応
じ
な
い
場

合
は
、
事
務
局
か
ら
の
話
し
合
い
に
関
す

る
再
通
知
や
、
農
業
委
員
等
に
よ
る
所
有

者
宅
へ
の
再
訪
問
活
動
を
粘
り
強
く
行
っ

て
い
る
。
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７
人
の
提
言

火除けの整備、復元はどのような状況か

新成せんぼく 新成せんぼく 中 村 和 彦中 村 和 彦 議員議員

市長 可能な範囲で復元整備を進めるが、まだ時間がかかる

さ
と
納
税
確
保
・
国
県
の
補
助
金
の
活
用

な
ど
、
得
ら
れ
る
も
の
は
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

市
役
所
職
員
の
職
場
環
境
に
つ
い
て

環
境
整
備
等
に
つ
い
て

質
問　

旧
中
町
庁
舎
の
外
観
が
無
残
な
状

態
と
な
っ
て
い
る
。
売
却
の
方
針
と
伺
っ

て
い
た
が
、
全
く
進
展
が
な
い
。
今
後
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
伺
う
。

答
弁　

令
和
４
年
12
月
に
一
般
競
争
入
札

に
よ
る
公
売
を
行
っ
た
が
応
札
者
が
無

く
、
大
幅
に
価
格
設
定
を
下
げ
、
令
和
６

年
２
月
に
市
有
地
活
用
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
で
実
施
し
、
応
募
者
の
中
で
は
、
解

体
費
用
等
が
想
定
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
で

辞
退
し
不
調
と
な
っ
た
。
今
後
に
つ
い
て

は
、
建
物
が
残
っ
て
い
る
状
態
か
ら
の
利

活
用
や
公
売
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
建
物

を
解
体
し
、
土
地
の
み
の
公
売
を
考
え
て

お
り
、
現
在
は
、
解
体
の
為
の
ア
ス
ベ
ス

ト
調
査
を
実
施
中
で
あ
り
令
和
７
年
度
に

解
体
予
定
で
あ
る
。

質
問　

火
除
け
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
委

員
会
を
設
け
、議
論
を
行
っ
た
は
ず
だ
が
、

現
在
ど
の
よ
う
な
方
向
で
進
ん
で
い
る
の

か
伺
う
。

答
弁　

火
除
け
地
復
元
検
討
委
員
会
を
、

令
和
４
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け
て
６
回

開
催
し
、
全
体
の
方
針
と
し
て
は
、
部
分

的
復
元
を
行
い
、
可
能
な
範
囲
で
復
元
整

備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
５
ヶ
所
あ
っ
た
と
さ
れ
る
土
塁
は
、

市
道
武
家
屋
敷
通
り
線
の
東
側
に
１
ヶ

所
、
西
側
に
１
ヶ
所
復
元
す
る
。
水
路
は

北
側
を
全
て
復
元
し
、
南
側
は
石
積
み
の

延
長
整
備
の
部
分
復
元
を
行
う
。
門
が

あ
っ
た
と
さ
れ
る
位
置
は
外
町
側
で
あ
る

が
、
市
道
へ
の
設
置
は
現
実
的
に
困
難
で

あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策

定
し
た
う
え
で
、
有
利
な
財
源
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
も
う
少
し
時
間
を

か
け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
具
体
的

に
何
年
か
ら
始
め
る
と
は
、
答
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

質
問　

令
和
４
年
９
月
議
会
で
質
問
し

た
、
角
館
駅
東
公
園
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

に
つ
い
て
、前
向
き
な
答
弁
を
頂
い
た
が
、

一
向
に
進
ま
な
い
。
３
年
近
く
経
つ
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
は
、

公
園
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
国
の
支
援

事
業
や
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
債
な

ど
の
有
効
な
財
源
を
活
用
出
来
な
い
か
検

討
し
て
き
た
。
現
時
点
で
は
有
効
な
財
源

を
見
つ
け
ら
れ
な
い
が
、
洋
式
化
の
必
要

性
は
十
分
理
解
し
て
お
り
、
令
和
７
年
度

に
予
算
計
上
す
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

質
問　

ど
の
よ
う
に
編
成
す
る
の
か
方
針

を
伺
う
。

答
弁　

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
実
現
さ

せ
る
た
め
、
歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
、
効
果
的
・
効
率
的
な
支
出
を
徹
底
し
、

収
納
率
向
上
・
遊
休
資
産
の
処
分
・
ふ
る

■建物を解体し土地のみの公売を検討している旧中町庁舎
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７
人
の
提
言

市長 ハガキでの個別通知と
　　　市広報・公式ＬＩＮＥで周知を行なう

公明党 公明党 熊 谷 一 夫熊 谷 一 夫 議員議員

ＨＰＶワクチン接種率と周知方法は

「
障
が
い
の
あ
る
方
」
へ
の
投
票

し
や
す
い
環
境
整
備
に
つ
い
て

質
問　

①
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
か
。
②
対
応

に
つ
い
て
の
説
明
会
・
研
修
を
実
施
し
て

い
る
か
。
③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
を
用
意
し
て
い
る
か
。
④
知
的
障
が
い

の
あ
る
方
の
為
に
「
支
援
カ
ー
ド
」
等
を

用
意
し
て
い
る
か
。
⑤
点
字
用
投
票
用
紙

等
思
い
や
り
の
支
援
対
応
を
行
な
っ
て
い

る
か
。
⑥
障
害
の
あ
る
方
へ
の
代
理
投
票

制
度
の
周
知
方
法
は
万
全
か
。

答
弁
（
選
管
事
務
局
長
）

①
作
成
し
て
い
な
い
。
来
春
の
知
事
選
か

ら
導
入
し
た
い
。

②
障
が
い
の
あ
る
方
に
は
、
万
全
を
尽
く

す
よ
う
指
示
し
て
い
る
が
、
今
後
は
説

明
会
・
研
修
を
実
施
し
た
い
。

③
用
意
し
て
い
な
い
。
来
春
の
知
事
選
か

ら
導
入
し
た
い
。

④
用
意
し
て
い
な
い
。
導
入
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

⑤
点
字
に
関
す
る
も
の
・
拡
大
ル
ー
ペ
・

車
い
す
用
記
載
台
等
も
設
置
し
て
い

る
。
幅
広
い
選
挙
人
へ
の
移
動
支
援
も

準
備
し
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

⑥
代
理
投
票
制
度
に
特
化
し
た
情
報
は
提

供
し
て
い
な
か
っ
た
。
制
度
の
周
知
を

鋭
意
工
夫
し
な
が
ら
万
全
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
。

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
に
向
け
た
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
（
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
）

質
問　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
１
回
以

上
接
種
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
公
費
で

３
回
接
種
出
来
る
よ
う
に
、
１
年
間
延
長

と
な
っ
た
事
を
踏
ま
え
て
質
問
す
る
。

一
人
で
も
多
く
の
女
性
の
命
と
健
康
を
守

る
為
に
、
令
和
６
年
度
の
高
校
１
年
生
と

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
者
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ク
チ

ン
接
種
率
と
今
年
度
対
象
者
へ
の
周
知
方

法
及
び
通
知
費
用
を
伺
う
。

答
弁　

令
和
６
年
度
高
校
１
年
生
は
89
人

中
47
人
で
52
．
８
％
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

対
象
者
は
、
６
７
０
人
中
２
５
６
人
が
接

種
で
38
．
２
％
の
接
種
率
で
あ
る
。

　

対
象
者
に
は
、
５
月
に
ハ
ガ
キ
で
個
別

通
知
を
行
い
、
市
広
報
８
月
号
及
び
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
通
知
を
行
な
っ
た
。
延
長

措
置
に
つ
い
て
も
同
様
に
周
知
し
て
い

く
。
通
知
費
用
は
、
既
に
接
種
済
み
の
方

を
除
く
と
、
４
千
円
程
度
の
見
込
み
で
あ

る
。

質
問　

に
か
ほ
市
で
は
男
性
へ
の
接
種
費

用
を
全
額
助
成
し
て
い
る
。
本
市
で
も
考

え
ら
れ
な
い
か
。

答
弁　

女
性
へ
の
確
実
な
接
種
を
第
一

に
、
男
性
の
接
種
は
考
え
て
い
な
い
。
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
。

災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
小
・
中

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

質
問　

猛
暑
か
ら
子
ど
も
達
の
命
を
守
る

為
、
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
、
学

校
再
編
計
画
に
エ
ア
コ
ン
設
置
は
入
っ
て

い
る
か
。
又
、
国
の
補
助
金
事
業
は
使
え

な
い
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
市
内
の
小
・
中
学
校
体

育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
し
て
い
る
学
校
は

な
い
。
県
内
は
３
町
村
、
設
置
率
は
１
．

７
％
で
あ
る
。

　

国
の
補
助
金
２
分
の
１
と
起
債
も
使
え

る
の
は
魅
力
的
だ
が
、
空
調
と
断
熱
性
確

保
の
為
の
工
事
が
必
要
で
、
期
間
中
体
育

館
が
使
え
な
く
な
る
。
ど
ん
な
形
で
可
能

か
検
討
す
る
。

■春と秋の２回通知された宮崎市の個別通知
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７
人
の
提
言

市長 あらゆる手段で財源の確保に取り組んでいく

荒 木 田 俊 一荒 木 田 俊 一 議員議員

令和７年度予算編成にあたって
財源確保の目途は

選
挙
事
務
に
つ
い
て

質
問　

国
政
選
挙
に
お
け
る
事
務
ミ
ス
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
選
管
事
務
局
長
）
民
主
主
義
の
根

幹
で
あ
る
選
挙
制
度
を
揺
る
が
す
行
為
で

あ
り
、
重
大
な
事
案
で
あ
る
。
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
携
わ
る
一
人
ひ

と
り
の
職
員
に
役
割
を
徹
底
し
て
い
く
。

質
問　

投
票
立
ち
合
人
等
の
確
保
に
苦
労

し
て
い
る
よ
う
だ
が
報
酬
が
低
い
の
も
原

因
で
は
な
い
の
か
。

答
弁
（
選
管
事
務
局
長
）
報
償
費
は
各
自

治
体
で
設
定
し
て
い
る
所
も
あ
る
と
思
う

が
国
の
法
律
に
即
し
て
設
定
し
て
い
る
。

質
問　

選
挙
事
務
ミ
ス
や
開
票
の
遅
れ
で
行

政
事
務
の
信
頼
性
を
損
ね
て
い
な
い
の
か
。

答
弁　

市
民
か
ら
信
頼
を
損
な
っ
た
事
案

で
大
き
な
責
任
を
感
じ
て
い
る
。

　

二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

市
の
各
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て

質
問　

冷
暖
房
費
を
徴
収
す
る
必
要
性
が

あ
る
の
か
。
徴
収
に
係
る
人
件
費
や
郵
送

料
な
ど
、
経
費
の
ほ
う
が
多
い
の
で
は
な

い
の
か
。

答
弁　

電
気
料
金
や
燃
料
費
の
高
騰
で
一

定
程
度
の
負
担
は
お
願
い
し
た
い
。
運
用

全
般
に
つ
い
て
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
改

善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

令
和
７
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
財
源
確
保
の
目
途
は

質
問　

毎
年
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
や
ふ
る
さ
と
納
税
頼
み
で
予
算
編
成
が

行
わ
れ
て
い
る
。
財
源
の
確
保
の
目
途
は

出
来
て
い
る
の
か
。

答
弁　

県
内
自
治
体
の
中
で
人
口
１
人
当

た
り
の
予
算
比
率
で
は
断
ト
ツ
１
位
で
非

常
に
予
算
が
掛
か
る
自
治
体
と
自
覚
し
て

い
る
。

　

各
事
業
評
価
の
見
直
し
や
廃
止
で
、
事

業
費
・
事
務
量
の
削
減
、
各
収
入
金
の
収

納
率
向
上
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
確

保
、
遊
休
資
産
の
処
分
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

手
段
で
財
源
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

質
問　

も
っ
と
市
有
財
産
の
整
理
や
処
分

を
進
め
る
必
要
は
な
い
の
か
。

こ
の
ま
ま
で
は
資
産
価
値
が
ど
ん
ど
ん
下

が
る
。

答
弁　

メ
ル
カ
リ
を
活
用
し
小
財
産
は
処

分
し
て
い
る
が
、
遊
休
地
や
遊
休
施
設
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
売
却
の
検
討
を
進
め

る
。
公
共
施
設
等
管
理
計
画
並
び
に
個
別

計
画
を
実
行
し
、
議
会
の
場
で
い
く
ら
の

収
入
が
あ
っ
た
と
報
告
が
出
来
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

産
業
祭
は
市
の
活
力
に
結
び
つ

い
て
い
る
の
か

質
問　

開
催
に
あ
た
り
目
的
が
共
有
さ

れ
、
内
容
が
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
弁　

各
種
産
業
に
関
る
市
民
が
一
堂
に

会
し
、
明
日
の
産
業
振
興
と
商
工
業
の
躍

進
に
寄
与
す
る
と
い
う
目
的
を
共
有
し
取

り
組
ん
で
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間
の

ブ
ラ
ン
ク
や
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
も
あ
り
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
連
携
が
希
薄

に
な
り
、
変
化
す
べ
き
部
分
と
変
化
せ
ざ

る
を
得
な
い
部
分
が
あ
る
。

質
問　

地
域
振
興
に
本
当
に
役
立
っ
て
い

る
の
か
。

答
弁　

２
日
間
で
約
２
５
０
０
人
の
来
場

が
あ
っ
た
。
売
り
上
げ
も
多
く
良
か
っ
た

と
の
声
も
あ
っ
た
。
実
行
委
員
会
で
の
反

省
点
を
検
証
し
、
地
域
振
興
に
一
層
貢
献

で
き
る
よ
う
努
め
る
。

■地域振興への貢献が望まれる産業祭
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人
の
提
言

市長 速やかな対応への準備をしていく

髙 久 昭 二髙 久 昭 二 議員議員

福祉灯油助成事業の早期実現を

選
挙
事
務
に
つ
い
て

質
問　

国
政
選
挙
に
お
け
る
事
務
ミ
ス
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
選
管
事
務
局
長
）
民
主
主
義
の
根

幹
で
あ
る
選
挙
制
度
を
揺
る
が
す
行
為
で

あ
り
、
重
大
な
事
案
で
あ
る
。
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
携
わ
る
一
人
ひ

と
り
の
職
員
に
役
割
を
徹
底
し
て
い
く
。

質
問　

投
票
立
ち
合
人
等
の
確
保
に
苦
労

し
て
い
る
よ
う
だ
が
報
酬
が
低
い
の
も
原

因
で
は
な
い
の
か
。

答
弁
（
選
管
事
務
局
長
）
報
償
費
は
各
自

治
体
で
設
定
し
て
い
る
所
も
あ
る
と
思
う

が
国
の
法
律
に
即
し
て
設
定
し
て
い
る
。

質
問　

選
挙
事
務
ミ
ス
や
開
票
の
遅
れ
で
行

政
事
務
の
信
頼
性
を
損
ね
て
い
な
い
の
か
。

答
弁　

市
民
か
ら
信
頼
を
損
な
っ
た
事
案

で
大
き
な
責
任
を
感
じ
て
い
る
。

　

二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

市
の
各
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て

質
問　

冷
暖
房
費
を
徴
収
す
る
必
要
性
が

あ
る
の
か
。
徴
収
に
係
る
人
件
費
や
郵
送

料
な
ど
、
経
費
の
ほ
う
が
多
い
の
で
は
な

い
の
か
。

答
弁　

電
気
料
金
や
燃
料
費
の
高
騰
で
一

定
程
度
の
負
担
は
お
願
い
し
た
い
。
運
用

全
般
に
つ
い
て
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
改

善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

相
手
先
の
対
応
が
大
き
く
違
っ
て
く
る
。

台
湾
か
ら
の
教
育
旅
行
や
誘
客
な
ど
、
か

か
っ
た
費
用
よ
り
も
、
も
た
ら
し
た
効
果

の
方
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
議
員
指
摘

の
高
級
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
い
る
と
い
う

部
分
に
つ
い
て
は
、
財
政
を
立
て
直
す
た

め
に
市
長
に
な
っ
た
の
で
高
級
ホ
テ
ル
に

泊
ま
っ
た
こ
と
は
な
い
。
出
張
の
支
出
に

つ
い
て
は
再
度
確
認
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

旧
角
館
総
合
病
院
の
解
体
工
事

に
つ
い
て

質
問　

１
階
か
ら
５
階
ま
で
床
面
に
ア
ス

ベ
ス
ト
が
含
有
さ
れ
て
お
り
、
解
体
費
用

が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
解
体
工

事
と
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
を
分
離
発
注

し
て
工
事
費
を
削
減
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
弁　

工
事
費
削
減
に
つ
い
て
は
、
落
合

運
動
公
園
の
残
土
利
用
な
ど
、
工
事
進
捗

過
程
に
お
い
て
も
削
減
が
可
能
な
と
こ
ろ

で
あ
れ
ば
積
極
的
に
削
減
に
努
め
て
い

く
。

答
弁
（
総
務
部
長
）
分
離
発
注
に
つ
い
て

は
、
逆
に
経
費
が
か
か
り
増
し
に
な
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、
一
括
の
発
注
で
行
う
こ

と
と
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

旧
芦
名
家
武
器
庫
解
体
と
武
家
屋
敷
伝
建

群
の
板
塀
修
復
に
つ
い
て

福
祉
灯
油
助
成
事
業
の
早
期
実

施
に
つ
い
て

質
問　

厳
し
い
冬
の
季
節
を
迎
え
物
価
高

騰
の
中
、
冬
の
生
活
を
乗
り
切
る
た
め
に

は
是
非
と
も
福
祉
灯
油
助
成
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
今
年
は
な
ぜ
実
施
で

き
な
い
の
か
。

答
弁　

昨
年
ま
で
国
や
県
は
家
計
負
担
軽

減
の
た
め
の
灯
油
購
入
費
助
成
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
市
も
国
や
県
の
事
業
を
活

用
し
、
福
祉
灯
油
助
成
事
業
を
実
施
し
て

き
た
。
今
年
度
も
灯
油
需
要
が
大
幅
に
増

加
す
る
厳
冬
期
を
迎
え
、
今
般
の
物
価

高
騰
原
油
価
格
高
騰
に
よ

り
、
高
齢
世
帯
や
低
所
得

者
世
帯
の
家
計
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
と
予
想
さ

れ
る
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
国

で
は
、
11
月
22
日
閣
議
決

定
し
た
経
済
対
策
で
、
国

の
重
点
支
援
地
方
交
付
金

の
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
灯
油
支
援
を
追
加
し

た
。
今
後
の
国
会
で
補

正
予
算
が
成
立
し
た
折
に

は
、
速
や
か
に
福
祉
灯
油

助
成
事
業
に
対
応
し
て
い

け
る
よ
う
準
備
し
て
い

く
。

質
問　

市
長
は
海
外
、
国
内
出
張
が
す
で

に
昨
年
を
上
回
る
金
額
に
な
っ
て
い
る

が
、
随
行
員
を
減
ら
す
と
か
ハ
イ
レ
ベ
ル

の
グ
レ
ー
ド
の
高
い
ホ
テ
ル
で
は
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に
す
る
な
ど
、
旅
費
を

削
減
し
て
福
祉
灯
油
助
成
を
早
い
時
期
に

実
施
で
き
な
い
か
。

答
弁　

出
張
に
つ
い
て
は
自
治
体
ト
ッ
プ

と
し
て
の
セ
ー
ル
ス
で
あ
り
、
無
駄
な
出

張
は
一
つ
も
な
い
。
例
え
ば
国
道
46
号
、

１
０
５
号
の
要
望
活
動
で
は
市
長
が
要
望

を
行
う
こ
と
で
よ
う
や
く
形
に
繋
が
っ
て

き
て
い
る
事
案
や
、
海
外
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
お
い
て
も
ト
ッ
プ
が
動
く
こ
と
で■高騰する灯油の助成が待たれる福祉灯油助成事業



こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより 10

７
人
の
提
言

教育長 家庭からの寄付等による備品化を前向きに検討する

新成せんぼく 新成せんぼく 西 宮 三 春西 宮 三 春 議員議員

算数セットを学校備品化へ

算
数
セ
ッ
ト
の
学
校
備
品
化
に

つ
い
て

質
問　

小
学
校
入
学
時
に
保
護
者
負
担
が

大
き
く
、
全
国
的
に
も
進
級
や
卒
業
等
で

不
要
と
な
っ
た
家
庭
か
ら
の
寄
付
に
よ
り

学
校
備
品
化
が
進
ん
で
い
る
が
見
解
を
伺

う
。

答
弁
（
教
育
長
）
小
規
模
学
校
で
は
、
全

て
譲
り
受
け
た
物
で
対
応
で
き
て
お
り
、

今
後
保
護
者
の
意
向
を
確
認
し
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く
。

仙
北
市
第
三
期
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て

質
問　

こ
れ
ま
で
の
事
業
計
画
の
成
果
と

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

成
果
と
し
て
中
川
保
育
園
の
０
歳

児
利
用
定
員
を
増
加
・
す
こ
や
か
子
育
て

助
成
に
よ
る
所
得
制
限
な
し
の
保
育
料
全

額
助
成
の
実
現
・
米
飯
の
無
償
提
供
・
お

む
つ
持
ち
帰
り
廃
止
を
実
現
し
た
。
検
討

課
題
と
な
っ
て
い
る
計
画
は
、
病
後
児
保

育
と
延
長
保
育
が
あ
り
、
病
児
・
病
後
児

保
育
と
し
て
検
討
を
重
ね
開
設
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

一
時
預
か
り
事
業
の
利
用
申
請
書

に
申
請
理
由
を
具
体
的
に
記
入
す
る
必
要

性
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　

受
け
入
れ
る
園
と
し
て
は
、
育
児

支
援
に
つ
な
が
る
声
か
け
・
関
係
機
関
と

連
携
し
て
子
育
て
支
援
に
つ
な
ぐ
こ
と
も

で
き
る
た
め
だ
が
、
申
請
理
由
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
形
の
記

入
方
法
に
変
え
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
短
期
支
援
事
業

（
※

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
※

ト
ワ

イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
）
に
つ
い
て

質
問　

児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り
事
業
拡

大
さ
れ
た
が
、
現
状
と
委
託
で
き
る
方
の

確
保
・
適
切
に
対
応
で
き
る
体
制
な
の
か

伺
う
。

答
弁　

現
在
本
市
で
委
託
で
き
る
方
は
２

名
。
県
で
は
、
里
親
養
育
包
括
支
援
、
ホ

ス
タ
リ
ン
グ
事
業
を
県
内
４
つ
の
児
童
養

護
施
設
と
共
同
で
展
開
し
て
お
り
、
利
用

が
促
進
さ
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

質
問　

こ
の
事
業
の
周
知
方
法
と
支
援
に

つ
な
げ
る
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る

周
知
を
図
り
、相
談
や
申
請
を
簡
易
に
し
、

里
親
等
に
よ
る
制
度
が
利
用
で
き
る
場
を

増
や
し
て
い
け
る
よ
う
、
県
や
施
設
と
連

携
し
環
境
を
整
え
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

グ
ロ
ー
バ
ル
雇
用
・
創
業
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

■
桧
木
内
小
学
校
で
は
学
校
備
品
と
な
っ
て
い

る
算
数
セ
ッ
ト

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
…
保
護
者
の
疾
病
・
育
児
疲

れ
・
仕
事
等
の
事
由
に
よ
り
子
ど
も
の
養
育
が

一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
育
児
不
安
や

過
干
渉
等
に
よ
り
児
童
自
身
が
一
時
的
に
保
護

者
と
離
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
、
児
童
養

護
施
設
等
で
子
ど
も
・
保
護
者
を
預
か
る
事
業

・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
…
保
護
者
が
仕
事
等
で

平
日
夜
間
や
休
日
に
子
ど
も
の
養
育
が
困
難
な

場
合
、
一
時
的
に
預
か
り
食
事
提
供
等
を
行
う

事
業

用
語
解
説
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７
人
の
提
言

市長 アンケート内容等を共有し、
　　　　　多様化するニーズに対応していく

観光ニーズの多様化に対する対応はどうか

蒼生会 蒼生会 真 崎 寿 浩真 崎 寿 浩 議員議員

・ＫＧＩとＫＰＩ…ＫＧＩが経営戦略の最終目標であるのに対しＫＰＩはＫＧＩを達成する
ための短期的な中間目標

用語
解説

仙
北
市
の
観
光
の
あ
る
べ
き
姿

と
は

質
問　

観
光
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
し
て

の
対
応
は
し
っ
か
り
と
で
き
て
い
る
の

か
。

答
弁　

根
拠
と
な
る
情
報
収
集
が
必
要
で

あ
り
、
市
民
意
識
調
査
、
さ
ら
に
は
観
光

協
会
、
農
山
村
体
験
推
進
協
議
会
で
も
独

自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
内
容
を
共

有
す
る
こ
と
で
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
く
。

質
問　

秋
田
県
の
観
光
の
け
ん
引
役
と
し

て
、
仙
北
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

答
弁　

ス
ト
ー
リ
ー
性
を
も
っ
て
回
遊
で

き
る
よ
う
な
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
構
築
な
ど

に
よ
り
、
市
内
全
域
へ
の
誘
客
や
滞
在
時

間
の
延
長
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

河
原
田
家
や
石
黒
家
な
ど
の
武
家
屋
敷
の

対
面
案
内
や
、
農
家
民
宿
で
の
オ
ー
ナ
ー

と
の
対
話
を
通
じ
て
、
観
光
地
の
魅
力
が

さ
ら
に
深
く
直
接
伝
わ
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
既
存
の
観
光
施
設

の
磨
き
上
げ
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
と
あ

ら
ゆ
る
手
法
を
通
じ
た
情
報
発
信
の
強
化

に
努
め
た
い
。

質
問　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
つ
い

て
、
東
北
の
他
の
県
と
比
べ
て
秋
田
県
の

伸
び
率
は
低
い
と
感
じ
て
い
る
が
、
市
と

し
て
の
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
た
誘

客
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

答
弁　

桜
の
早
期
開
花
に
加
え
、
夏
の
豪

雨
や
猛
暑
、
ク
マ
の
出
没
多
発
な
ど
が
影

響
し
、
全
県
的
に
コ
ロ
ナ
禍
前
の
入
込
数

に
は
な
ら
な
か
っ
た
状
況
に
あ
る
。

　

誘
客
対
策
は
、
点
で
は
な
く
面
で
の
取

り
組
み
が
重
要
で
、
既
存
の
広
域
連
携
の

枠
組
み
を
活
用
し
な
が
ら
東
北
全
体
で
の

底
上
げ
を
図
り
、
そ
の
中
で
仙
北
市
の
交

流
人
口
も
増
や
せ
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
。

質
問　

市
民
に
対
し
て
「
お
も
て
な
し
の

心
」
を
醸
成
さ
せ
る
に
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
住
民
が
さ
ら
に
連
携
を
密
に
し
て
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

現
状
に
即
し
た
方
向
性
を
検
討
す

る
仙
北
市
観
光
振
興
計
画
推
進
協
議
会
を

立
上
げ
、
※
Ｋ
Ｇ
Ｉ
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
見
直
し

を
行
い
な
が
ら
、
市
民
と
市
の
観
光
に
対

す
る
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
地
域

の
皆
様
と
の
連
携
を
継
続
し
な
が
ら
、
良

い
観
光
地
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

抱
返
り
渓
谷
に
つ
い
て

質
問　

遊
歩
道
の
全
線
開
通
に
つ
い
て
、

県
に
対
し
て
働
き
か
け
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
渓
谷
全
体
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
さ

せ
る
た
め
の
演
出
（
放
流
流
量
の
調
整
や

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
）
を
充
実
さ
せ
て
は
ど

う
か
。

答
弁　

県
に
は
平
成
22
年
度
か
ら
働
き
か

け
て
い
る
。
当
時
の
試
算
で
全
線
開
通
に

は
、
約
15
億
円
の
事
業
費
と
な
る
こ
と
か

ら
進
ん
で
い
な
い
が
、今
後
も
引
き
続
き
、

全
線
開
通
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

渓
谷
の
放
流
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
は
、
安
全
面
や
電
力
確
保
な
ど
、
紅
葉

祭
実
行
委
員
会
を
通
じ
て
東
北
電
力
と
慎

重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

■県内で最も古いつり橋をＰＲし魅力アップに繋げたい神の岩橋

確
保
・
適
切
に
対
応
で
き
る
体
制
な
の
か

伺
う
。

答
弁　

現
在
本
市
で
委
託
で
き
る
方
は
２

名
。
県
で
は
、
里
親
養
育
包
括
支
援
、
ホ

ス
タ
リ
ン
グ
事
業
を
県
内
４
つ
の
児
童
養

護
施
設
と
共
同
で
展
開
し
て
お
り
、
利
用

が
促
進
さ
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

質
問　

こ
の
事
業
の
周
知
方
法
と
支
援
に

つ
な
げ
る
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る

周
知
を
図
り
、相
談
や
申
請
を
簡
易
に
し
、

里
親
等
に
よ
る
制
度
が
利
用
で
き
る
場
を

増
や
し
て
い
け
る
よ
う
、
県
や
施
設
と
連

携
し
環
境
を
整
え
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

グ
ロ
ー
バ
ル
雇
用
・
創
業
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
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■令和６年度 総務部・教育委員会関係の一般会計補正予算 主な内容

一般教育振興総務費 1,344万円 令和７年度に中学校教員が使用する教科書と指導書を購入す
る費用

中学校部活動指導員配置事業費 8万円 前年度冬季実績を踏まえ不足分の補正

市民会館舞台運営費 101万円 イベントの増加による補正

ふるさと交流事業費 △10万円 出張旅費（実績での減額）

生活路線代替バス運行費 58万円 上半期の予想を上回る実績の為、下半期不足分の補正

総務文教常任委員会

　11 月定例会の総務文教常任委員会では、コミュニティセンター条例の一部改正や生保内財産区特別会計補
正予算、令和 6 年度一般会計補正予算などが審査されました。又、最終日追加議案第 128 号、旧角館総合病
院解体工事請負契約が可決され、いよいよ解体が始まります。（契約金額　7 億 9,475 万円）

旧角館総合病院解体工事請負契約議案可決

総務文教常任委員会・予算常任委員会分科会での主な質疑
◆一般教育振興総務費について
質問　教員用のデジタル書籍購入費とのことだがイメージとしてはどういうものなのか。
答弁　前の教科書と大きく違うのは、教科書の中に QR コードが入っていてそれを読み取ると動画が流れ

たり、より詳しい説明が出てきたりして、紙媒体では見られないデータがたくさん入っている。

◆ふるさと交流事業費について
質問　実績での減額とのことだが、内容について詳しく伺う。
答弁　11 月 9 日に東京角館会が開催され、市長のみの出席となり職員の出席がなかったため職員の旅費が

減額となった。

◆仙北市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例制定について
（令和 7 年 3 月 31 日で閉校となる白岩小学校を 4 月 1 日から白岩コミュニティセンターとして設置し、白
岩地域住民をはじめ広く市民及び市内外のコミュニティ活動の拠点施設として利活用するための改正であ
る）

質問　施設の清掃と管理については地域の方が対応す
るのか、市が対応するのか。

答弁　維持管理については角館市民センターと地域の
方々と両方で行うと想定している。夜間の鍵の
開閉は白岩地域の方が対応し、平日は角館市民
センターの職員が随時確認し清掃等を対応する。

 報告事項（まちづくり課）  秋田内陸縦貫鉄道の鉄道事業再構築実施計画について

　令和 6 年 11 月 29 日付で秋田県知事、北秋田市長、仙北市長、秋田内陸縦貫鉄道（株）代表取締役社長
の 4 者連名で鉄道事業再構築実施計画認定申請書を国土交通省東北整備局長へ提出。令和 7 年 1 月計画の
認定予定・2 月～ 3 月協定締結（4 者）・令和 7 年 4 月 1 日から鉄道事業再構築計画が開始される。これは
令和 17 年 3 月 31 日までの 10 年間の事業である

（門脇 晃幸 記）

■１階をコミュニティセンター、２階をインターナ
ショナルスクールで活用予定の白岩小学校
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市民福祉常任委員会

■令和６年度 市民福祉部関係の一般会計補正予算 主な内容

障害者自立支援給付費 5,852万円 介護職員の処遇改善による増額分と障がいをお持ちの方の
サービス費用の増額分

後期高齢者医療短期人間ドッグ助成費 10万円 助成対象者が当初見込みより増加したため増額

児童館及び児童遊園地施設維持管理費 50万円 武蔵野児童館へのエアコン設置費用

医療的ケア児保育支援事業費 165万円 （福）はなさき仙北への支援費

生活保護費 3,271万円 生活保護受給者の医療費増額分

安心子育て応援事業費 30万円 産後ケアの利用者が当初見込みより増加したため増額

　11 月定例会の市民福祉常任委員会では、令和６年度一般会計補正予算、仙北市国民年金保険特別会計補正
予算、仙北市介護保険特別会計補正予算、仙北市病院事業会計補正予算等について審査されました。

後期高齢者医療短期人間ドッグ助成費・安心子育て応援事業費
利用者増加により増額補正

市民福祉常任委員会・予算常任委員会分科会での主な質疑

◆障害者自立支援給付費について
質問　増額補正の金額が大きいが、今年度は何か特別な要因があったのか。
答弁　当初予算作成後に介護職員の処遇改善により加算点数が上がったこと、サービスを利用している障がい者

の方が、年度途中で障がいのランクが大幅に上がり、毎月の費用も増額になったことが要因である。

◆後期高齢者医療短期人間ドッグ助成費について
質問　当初予算で利用者を 50 人と想定し、実績から利用者が上回る見込みであり５人分の追加補正とのことだが、

健康に直結する事業であり、もっと余裕を持った補正額にするべきではないか。
答弁　もっと利用者数を多く見込むべきかと考えたが、過去の利用者数で一番多かったのが、令和４年度の 51 人

であったことから、55 人を想定し補正予算を計上した。

◆医療的ケア児保育支援事業費について
質問　（福）はなさき仙北への支援不足分との説明であったが、支援が不足した理由を伺う。
答弁　支援内容の主なものは保育士、看護師等の人件費と消耗品である。当初予算で見込んでいた医療的ケア児

保育支援に携わる職員数と、実際に４月になってから配置された職員数に差異があり、人件費に不足が生
じたことによる補正である。

◆生活保護費について
質問　増額補正の金額が大きいが、生活保護者が増えたのか、それとも生活保護者の医療費が増えたのか。
答弁　生活保護世帯数は年々減少しており、10 月末現在で 255 世帯である。今まで生活保護を受けていない方が

入院され、医療費が支払えないという状況から生活保護に至るケースもある。生活保護受給者は健康保険
証が無いので、10 割負担になってしまい、生活保護の医療費として市が負担する。今回の補正額は、ほぼ
医療費であり、生活保護世帯数が減少しているから、医療費も減少するという状況にはない。

令和6年度　仙北市介護保険特別会計補正予算の質疑から

◆にしき園の一般会計からの繰入金減額について
質問　にしき園の入所率等はどのようになっているのか。今回の補正では、一般会計からの繰入金が減額となっ

ているが大丈夫なのか。
答弁　11 月末現在の入所率は 94.75％となっている。繰入金減額の主な要因は介護報酬の改定に伴う増額である。

８月から住居費の金額が全国一律で上がったことで、全体のサービス収入が増えたことが大きい。

（小田島 広仁 記）
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産業建設常任委員会

■令和６年度 観光文化スポーツ部・農林商工部・建設部関係の一般会計補正予算 主な内容
夢ある畜産経営ステップアップ支援事業
費補助金 118万円 補助対象者 1人増による不足分の計上

花葉館施設整備事業費 113万円 業務用食器洗浄機購入に伴う工事費からの予算振替

農業経営等復旧・継続支援対策事業費補
助金 ( 令和 6 年大雨 ) 水産 107万円 大雨災害による事業者への事業継続に係る補助金

リトリート推進事業費 96万円 リトリート推進モニターツアー事業に係る補助金増額分

農業用施設災害復旧事業費 215万円 大雨災害による事業者への事業継続に係る補助金

　11 月定例会の産業建設常任委員会では、仙北市駐車場条例の一部改正、仙北市旧石黒（恵）家条例の一部
改正、令和 6 年度仙北市温泉事業会計補正予算（第 1 号）、令和 6 年度仙北市水道事業会計補正予算（第 3 号）、
令和 6 年度仙北市下水道事業会計補正予算（第１号）及び令和６年度仙北市一般会計補正予算（第９号）な
どが審査されました。

目標金額を上回る寄付をいただいたリトリート推進事業

産業建設常任委員会・予算常任委員会分科会での主な質疑

◆花葉館施設整備費について
質問　当初予算に組み込めなかった理由は。
答弁　７月下旬頃、花葉館から食器洗浄機に不具合が発生し、早期に改修しなければ営業に支障をきたすとの連

絡があり予算振替で対応した。

◆リトリート推進事業費について
質問　具体的な受け入れの拡充内容と、この事業がもたらす効果は。
答弁　拡充としては、滞在費・農泊体験のほか、機材の借り上げ料等の経費や、創作活動後の完成披露に係る経

費となる。効果については、市外アーティストの方々が滞在し、SNS 等での発信の効果を期待しており、
関係人口にも大きな期待が見込める。

◆仙北市駐車場条例の一部を改正する条例制定について
質問　料金改定は関係する外部団体との調整が必要ではなかったか、また、借上料に変更はないのか。
答弁　市営の駐車場であり、少しでも歳入を増やしたいことから内部調整とした。借上料については、今年度固

定資産税の見直しによる相応分は上乗せしたが、基本的な金額の変更は生じていない。

◆仙北市旧石黒 ( 恵 ) 家条例の一部を改正する条例制定について　
質問　喫煙や飲食禁止の注意看板をなぜ外したのか。また、飲食禁

止であれば事業に影響がないか。
答弁　喫煙に関しては、伝建地区の路上喫煙禁止関係の条例がある。

飲食は条例上は禁止していないが、単なる飲食の利用は許可
していない。

質問　休館日を増やすとのことだが、周知の時間は十分か。
答弁　4 月からの施行であり、2 月定例会では周知期間が短いため、

本定例会でお願いするものである。

（武藤 義彦 記）

■来年度から休館日が増える旧石黒（恵）家
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こ
の
度
、
秋
田
県
で
水
道
管
路
等
の
設
備
投
資
が
高
額
と
な
り
得
る
過

疎
地
域
等
に
お
い
て
、
新
た
な
技
術
導
入
の
可
能
性
調
査
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。「
小
規
模
分
散
型
給
水
設
備
導
入
可
能
性
調
査
事
業
」
に
よ

り
、
寒
冷
地
で
の
冬
期
実
証
実
験
と
し
て
、
西
木
町
で
令
和
６
年
10
月
か

ら
令
和
７
年
３
月
ま
で
の
期
間
２
軒
の
住
宅
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
「
小
規
模
分
散
型
水
循
環
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
水
処
理
の
自
律
制
御
技
術

に
よ
り
、
使
っ
た
水
を
そ
の
場
で
処
理
し
、
ま
た
使
え
る
水
に
戻
す
再
生

循
環
の
仕
組
み
で
、
寒
冷
地
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
適
正
化
に
は
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

仙
北
市
で
は
、
人
口
減
少
・
過
疎
化
が
進
む
な
か
で
、
多
く
の
水
道
管

路
設
備
が
耐
用
年
数
を
超
え
て
老
朽
化
し
て
お
り
、
管
路
更
新
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
更
新
コ
ス
ト
の
増
大
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
持
続
可
能
な
水
イ
ン
フ
ラ
を
実
現
す
る
た
め
の
代
替
可
能
性

を
検
討
す
る
た
め
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　（

西
宮 

三
春 

記
）

視
察
の
目
的

　

仙
北
市
は
、
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

令
和
７
年
度
中
に
「
立
地
適
正
化
計
画
」
を
策

定
す
る
予
定
で
す
。

　

福
井
県
大
野
市
は
、総
面
積
８
７
２
．４
３
km²
、

人
口
３
万
人
、
財
政
規
模
も
類
似
し
た
自
治
体

で
あ
り
、
北
陸
の
小
京
都
と
も
言
わ
れ
て
ま

す
。
大
野
市
は
、
平
成
30
年
に
都
市
再
生
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
「
大
野
市
立
地
適
正
化
計

画
」
を
公
表
し
、
こ
の
計
画
の
運
用
を
始
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
先
進
地
で
あ
る
大
野
市
の
取

り
組
み
状
況
と
課
題
等
に
つ
い
て
視
察
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

立
地
適
正
化
計
画
と
は
　

　

人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社
会
化
に
お
い
て

も
、
持
続
可
能
な
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
」
に
具
体
的
に
取
り
組
む
計
画
で
す
。

　

全
て
の
市
民
が
公
共
交
通
で
医
療
・
福
祉
・

商
業
施
設
等
に
行
け
る
よ
う
に
住
居
等
を
あ
る

程
度
ま
と
め
て
立
地
す
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

視
察
内
容
と
感
想
　

◆
立
地
適
正
化
計
画
の
区
域
（
ど
の
範
囲
に
ま

と
め
る
か
）

◆
立
地
の
適
正
化
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

（
理
解
を
図
る
）

◆
都
市
機
能
誘
導
区
域
（
病
院
、
商
業
施
設
等

の
配
置
場
所
）

◆
居
住
誘
導
区
域
（
住
居
等
の
配
置
場
所
）

◆
誘
導
施
設（
福
祉
施
設
、学
校
等
の
配
置
場
所
）

※
多
く
の
自
治
体
で
市
街
地
の
拡
散
が
進
み
、

今
後
の
急
激
な
人
口
減
少
に
よ
り
、
一
定
の

人
口
密
度
に
支
え
ら
れ
て
き
た
生
活
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
困
難
に
な
り
、
道
路
や
公
共
施

設
等
の
老
朽
化
も
著
し
く
、
厳
し
い
財
政
制

約
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
、
住
居
を
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
、
医
療
、
学
校
、
福
祉
、

商
業
施
設
等
に
簡
単
に
行
け
る
『
コ
ン
パ
ク

ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
仙
北
市

民
の
土
地
に
対
す
る
愛
着
の
強
さ
を
考
え
る

と
、
効
率
的
な
運
用
だ
け
で
は
、
市
民
の
理

解
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
大
胆
な
ア
レ

ン
ジ
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

（
高
橋 

輝
彦 

記
）

蒼 

生 

会

福
井
県
大
野
市
へ
行
政
視
察

産
業
建
設

常
任
委
員
会 

未
来
の
給
水
設
備
を
視
察

■新たな給水設備を視察した産業建設常任委員会の
メンバー

■使った水をまた使える水に戻す再生循環システム

■大野市職員の説明後に談笑する
　蒼生会の面々

仙北市議会議員活動紹介



　

市
政
の
様
子
を
議
会
側
の
視
点
か
ら
、
市
民

の
皆
様
に
伝
え
た
い
思
い
で
編
集
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
事
の
流
れ
を
よ
り
分
か
り
や
す
く

と
文
言
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す

が
、
表
現
が
事
実
と
違
う
よ
う
に
捉
え
て
し
ま

う
な
ど
の
意
見
を
伺
い
、
編
集
に
細
心
の
注
意

を
よ
り
一
層
払
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

念
願
の
旧
角
館
病
院
の
解
体
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。
合
併
特
例
債
を
利
用
し
て
経
費
捻
出

の
た
め
、
旧
角
館
病
院
管
理
棟
を
上
野
庁
舎
と

す
る
改
修
事
業
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
完
成

後
は
、
田
沢
湖
庁
舎
に
45
人
の
職
員
が
残
り
、

上
野
庁
舎
に
配
置
さ
れ
る
職
員
は
99
人
で
す

が
、
市
議
会
だ
よ
り
75
号
で
は
、
令
和
８
年
２

月
に
45
人
も
移
る
と
捉
え
ら
れ
る
内
容
に
な
っ

て
い
る
と
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
し

ま
す
。

　

新
し
い
事
業
に
向
か
っ
て
、
当
局
か
ら
議
員

全
員
協
議
会
開
催
の
要
請
が
あ
り
説
明
を
い
た

だ
き
ま
す
が
、
経
過
報
告
が
主
で
深
ま
り
の
あ

る
議
論
に
は
至
り
ま
せ
ん
。
内
容
に
つ
い
て
翌

日
の
新
聞
報
道
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
決

定
事
項
と
し
て
伝
わ
る
こ
と
多
々
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
誘
致
・
今
後

の
西
宮
家
運
営
な
ど
に
関
心
を
寄
せ
る
市
民
の

声
も
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
議
会
は
一
役
を
担
う

場
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

（
平
岡 

裕
子
委
員
長 

記
）

編
集
後
記

秋
田
県
地
方
自
治
功
労
者
表
彰
受
賞

　

10
月
31
日
、
県
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
秋
田
県
地
方
自

治
功
労
者
表
彰
式
で
、
自
治
功
労
に
よ
り
黒
沢
龍
己
議
長

と
荒
木
田
俊
一
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
受
章
は
、
長

年
に
わ
た
る
職
務
の

精
励
や
功
績
、
功
労

が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
労

苦
に
感
謝
し
、
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
今
後

も
ま
だ
ま
だ
仙
北
市

議
会
を
リ
ー
ド
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今なお万年青年のお二人です！！

　仙北市議会では、市民の皆さまと議員との意見交換会「おでかけ市議会」を募集し
ております。
　議会から皆さまに意見交換会をお願いする場合もございますが、市民の皆さまがお
申し込みを行う場合は、以下の要領をご確認のうえ、議会事務局にご連絡ください。
お待ちしております。

⑴対　　象…市内在住又は在勤の方々で構成する 10 人以上のグループとさせていただ
きます。
⑵開催場所…ご希望の場所で開催いたします。
⑶テーマ選定…意見交換するテーマを決めて
いただきます。（例：やりたいこと、人口
減少、まちづくり、財政、農林業振興、観光、
企業誘致、病院、教育、クマ・イノシシ対策、
環境、福祉関係、議会など）
⑷参加議員…選定されたテーマにより所管す
る委員会の議員がおでかけして参加しま
す。

●お申込み先…仙北市議会事務局
　　　　　　　TEL0187-43-0334

お
で
か
け
市
議
会

お知らせ

みなさまの応募を
お待ちしてます！

　市民提供の表紙の写真第２弾は、県展の入選常連者
で特賞や奨励賞も複数回受賞している西木町西荒井の
水戸谷 彰さんです。
　写真愛好家の方々から噂を聞いて、今回の表紙の写
真をお願いしたところ、「どうも私の写真は万人受け
しないんだよなぁ。」とのこと。ポスター掲載等で、
自分がいいと思ったもの以外の写真が選考されるのだ
そうです。
　県展には主に人物系の写真を出展しているそうです
が、今回は凍てつく寒さの厳冬の中で青空を待っての

「友情の滝」と滝を取り巻く雑木たちを激写しており
ます。
　何か、こう「ゾクッ！」っとしたものを感じません
か？！

■発行／秋田県仙北市議会　〒014-1201秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後30　TEL0187-43-0334
■印刷／株式会社松本印刷

市民参加の表紙の写真第２弾です！


